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【対象および方法】当教室における剖検 305 例(死後 48 時間以内)の前頭葉皮質、淡蒼球および中脳
黒質について抗 ssDNA 抗体による免疫組織染色を行った。死因の内訳は、頭部外傷 60 例、鈍器損傷
39 例、鋭器損傷 28 例、窒息 26例、溺死 15例、火災死 66 例、火災以外の一酸化炭素(CO)中毒 6例、
急性薬物中毒 12 例、心臓性突然死 29 例、脳血管障害 12例、重度感染症 12例であった。400 倍率下


















研究対象は死後 48時間以内の法医解剖 305 例で、死因の内訳は頭部外傷 60例、鈍器損傷 39 例、
鋭器損傷 28 例、窒息 26例、溺死 15 例、火災死 66 例、火災以外の一酸化炭素中毒 6例、急性薬物中
毒 12 例、心臓性突然死 29 例、脳血管障害 12例および重度感染症 12例である。各例の前頭葉皮質、
淡蒼球および中脳のホルマリン固定・パラフィン包埋切片について抗 ssDNA 抗体による免疫染色を行








れの部位でも陽性率は低かった。さらに、受傷後生存時間 24 時間以内の頭部外傷例では、前頭葉皮 
質および淡蒼球において生存時間に関連した陽性率の増加がみられた。頭部外傷の種類別にみると、
淡蒼球では脳幹損傷群、中脳黒質では脳挫傷群の陽性率が生存時間との有意な相関関係を示した。頭
部外傷以外の鈍器損傷例では中脳黒質の陽性率と受傷後生存時間との間に相関がみられている。 
以上の結果から、脳神経細胞の核 ssDNA 陽性率は死因や生存時間に関連し、その定量形態学分析は
早期脳神経傷害の評価の一助となる可能性が示唆された。本研究の成果は、法医実務における死因診
断および致死的病態分析上意義深い新たな知見を提供したものと評価される。よって著者は博士(医
学)の学位を授与するに値するものと判定された。 
